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ガイドラインの標準ワークフローのパターン②
（設計・施工・維持管理段階で連携しBIMを活用する）

設計施工分離型



設計 専門工事業者

意匠設計
構造設計
設備設計

建築
設備

鉄骨
鉄骨階段
外装パネル
ALC/ECP

鋼製建具
アルミ製建具
金物
他

①現状分析

②要望分析

・作業
・BIM利用

・要求情報
・要求環境

③効果分析

設計
施工

専門工事業者
引渡し

BIM
検証(1)

データ連携検証(2)

製作図施工図設計図

実際にモデルを作成し
かかった人工と効果を分析

※検証該当箇所を作成

どんな情報があるか
どこまで渡せるか

どんな情報がほしいか
どこまで受け取れるか

どんな情報があるか
どこまで渡せるか

どんな情報がほしいか
どこまで受け取れるか

どんな情報があるか
どこまで渡せるか

どんな情報がほしいか
どこまで受け取れるか

実際にモデルを作成し
かかった人工と効果を分析

※検証該当箇所を作成

実際にモデルを作成し
かかった人工と効果を分析

※検証該当箇所を作成

施工

建築・設備



施工

各専門業者の使用ソフト
関係する他業種の情報
情報を引き継げればよかったもの

①現状分析

②要望分析

③効果分析（現在作業中）

効果のパターン
パラメータ／形状／２D

設計 専門工事業者 ※中間報告では会社名・ソフト名は匿名



設計情報の中で、施工側がデジタルデータ
(パラメータ)で受領できると効果があると
考えられる情報を分析

施工側要望として提示

→設計側で検証中

①現状分析

②要望分析（分析中）

③効果分析（一部モデリング開始）

『施工側で効果があると考えられる情報』
施工図実務担当者にヒアリング

設計 施工 専門工事業者

日建設計・清水建設にて協議中

図面記載箇所の凡例 BIMパーツパラメータ分析

設計仕様情報に対する施工要望一覧表



①現状分析

②要望分析

③効果分析（現在作業中）

BIMから図面として提出したもの

提出していないが内部で検証したもの

渡せてないが、共有出来ていれば効果
があったもの

設計 施工 専門工事業者



設計施工連携 検証(1) 引渡しプロセス

設計 施工
設計BIM

DWG・PDF

施工BIM

専門工事業者
設計図書 製作図

施工図

DWG・PDF DWG・PDF

従来のプロセス

モデルはあ
るが、使わ
れていない

モデルはあ
るが、使わ
れていない



設計施工連携 検証(1) 引渡しプロセス

設計 施工

設計BIM 施工BIM

専門工事業者
設計図書

製作図

施工図

メーカーソフト

BIMデータ内
パラメータ

ex.

形状情報
仕様情報
など

BIMデータ内
パラメータ
ex.

ASME最終整合情報
詳細形状情報
符号等識別情報
他工種取合情報
材種仕様情報
など

引渡しプロセス

効果的なモ
デル・情報
は引き渡す



データ連携

設計施工連携 検証(2)データ連携手法 建具

例 レベル・通り芯
・構造仕様情報など

例 法令関連（防火防煙区分・有効寸法）、仕様など

例 他工種取合情報

例 躯体開口寸法・枠詳細寸法など

例 建具種類・符号・程度・グレードなど

①設計⇒施工

②設計⇒専門工事業者

③施工⇒専門工事業者

④設計⇒施工⇒専門工事業者

⑤設計⇒施工・専門工事業者

設計 施工 専門工事業者

建具の設計、製作、施工に必要な情報をパラメータとして分解し、整理



データ連携

設計施工連携 検証(2)データ連携手法 建具

設計 施工

標準品
or

特注品
建具情報
中間ファイル
〇〇％建具表

(BIM)

特記等
(Text／2D)

建具情報
中間ファイル
〇〇％

施工ファミリ
（BIM)

メーカー
ソフト

データ
連携効果

データ
連携効果

特記のデジタル化
（将来）

製作図
（2D）

専門工事業者

特記仕様の情報をデジタ
ル化することは難しい

BIM建具表は部分的にCSVに
書き出すことが可能

いち早く情報を一元化し、施
工調整と製作検討に進める

他工種

製作図作成と平行して他工種
との検証がモデルで行える

製作図によるチェック

標準品の情報はメーカーソフトと
の連携の可能性が高い。今後、デ
ータ連携の可能性が考えられる

データ連携で可能になるメリット、変換ルール／ツール等の必要な開発を整理

事前の取り決め
が必要となる

※必ずしもすべて
の情報ではない 将来のデジタル化

（３D)

工作図
（製作）
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どんな運用を行っているか
→尾道市役所ヒアリング維持管理BIMのBM情報の

移行の効率化や課題

維持管理BIM 検証(1) 維持管理のフロントローディング

維持管理BIM 検証(2) 維持管理情報でのデジタル活用

どんなFMソフトがあるか
データ連携方法、課題は？

維持管理情報をライフサイクル全体
で利用する際の設計・施工時のBIM

の在り方や座組は？

公共施設としてのBM情報の管理

FM Level 1

BM情報を抽出

効果検証

→検証(1)

FM Level 2

FMソフトを利用

課題検証

→検証(2)



意匠BIM

構造BIM

設備BIM

設計 施工

設備BIM

引渡し 運用

BM情報（Excel）

業者A

業者B

業者C

BM情報（Excel）

維持管理BIM 検証(1) 維持管理のフロントローディング

従来手法

維持管理
BIM手法

入力作業量

入力作業量

定量比較

※中間報告では会社名・ソフト名は匿名



維持管理BIM 検証(2) 維持管理情報でのデジタル活用

国内ではこれまでFMが重要視されなかったことや、BIMとFMを繋ぐ需要が少なかったことから、BIM、
FM間の連携の選択肢が少ない。発注者からすれば建物用途や費用面でFMソフトを選択し、対応するBIM

ソフトに制約が無い方が良く、より選択肢の広い連携がベンダー側にも求められる。検証(2)ではBIMから
FMへ維持管理情報をデジタル活用する際の課題を分析中です。

Non-Graphical Data

（Cobei/中間ファイル）

構造・躯体Data

Graphic

Database

Graphical Data

（IFC/Native Data）

意匠・仕上Data

設備Data

Authoring Tools

中間ファイル

建築BIM B

FM Tools

Viewer

FM Tool A

API

建築BIM A

設備BIM A

設備BIM B

作表Tools

FM Tool B

FM Tool C

設備Data

Data

構造・躯体Data

意匠・仕上Data

Database

Database

Graphic

Viewer



目次

1. Lif e Cy cle BIMの検証概要

1. 尾道市役所プロジェクトの概要

1. 設計施工連携

3.1.設計施工連携概要

3.2.検証(1)引渡しプロセス

3.3.検証(2)データ連携手法

3.4.まとめと課題

4. 維持管理BIM

4.1.維持管理BIM概要

4.2.検証(1)維持管理のフロントローディング

4.3.検証(2)維持管理情報でのデジタル活用

4.4.まとめと課題

5. ライフサイクルコンサルティング

5.1.ライフサイクルコンサルティング概要

5.2.検証(1)建設プロセスの情報管理による効率化

5.3.検証(2)付加価値の高い情報による効率化

5.4.まとめと課題

6. 全体考察

6. 付録

7.1.EIR

7.2.BEP

7.3.設計施工連携リスト

7.4.建物のライフサイクルを通じた

ビルオーナーのアクションリスト



ライフサイクルコンサルティング 検証(1) 建設プロセスの情報管理による効率化

S0

S1

S2

S3

S4

S5

S6

S7

建設プロジェクトに関わる発注者の業務の内、BIMで効
率化が見込めるものをライフサイクルコンサルティング
業務と考え、発注者の業務を「建物のライフサイクルを
通じたビルオーナーのアクションリスト」として整理



ライフサイクルコンサルティング 検証(1) 建設プロセスの情報管理による効率化

S0

S1

S2

S3

S4

S5

S6

S7

BIMにより効率化がある項目（検討中）

①工事運営（PIM／FM／CDE) S1~5 

②ライフサイクル情報管理（CDE) S0~7 

③コストの透明性（PIM／FM／CDE) S0~7

④引越し計画（PIM／CDE) S6 

⑤工事発注（PIM／CDE) S7 

⑥紙資料保管（CDE) S7 

⑦図面、写真管理（PIM／CDE) S7 

⑧BM業務検討（定期保全）（FM) S7 

⑨委託業務（FM）S7 

⑩備品管理（FM)  S7

想定されるBIMの利用形態
①BIM（PIM) BIMモデルと面積、図面等を利用した効率化

②FM（AIM）BIMFMを利活用した効率化

③CDE アーカイブデータを利活用した効率化

ライフサイクルコンサル
ティングによる効率係数

発注者業務
60年工数× ＝ 効果



ライフサイクルコンサルティング 検証(2) 付加価値の高い情報による効率化

尾道市役所
尾道市
管理施設

公共施設

FMシステム（多棟管理）

官庁 Data base

検証(1)

建物のライフサイクル
を通じたビルオーナー
のアクションリスト

＋

尾道市ヒアリング
（現状の管理）
市役所＋その他施設

＋

EIR／BEP雛形



BIMモデル事業で求められているBEP、EIRの検証について

EIR雛形 BEP雛形

①ベースとなるフォーマットを揃える
例えば「建築設計三会案」等

EIR雛形 BEP雛形

②各BIMモデル事業で内容を整理、提案
・項目の過不足について検討
・内容について記入
・今後整備が必要な内容を記載（LODなど）

EIR雛形 BEP雛形 ③各BIMモデル事業のレポートを元に
環境整備部会でEIR、BEPのあるべき姿を議論


